
f一、

っ
て
若
々
し
く


食
欲
の
秋
、
読
書
の
秋
と
、
十
月
は
心

身
と
も
に
活
力
の
よ
み
‘か
え
る
季
節
。
も

ち
ろ
ん
、
体
力
つ
く
り
に
も
絶
好
の
シ
|

ズ
ン
で
す
。

そ
こ
で
気
分
一
新
、
家
事
や
仕
事
の
合

間
に
、
体
を
動
か
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。
「
い
き
な
り
は
ち
ょ
っ
と
・
:
:
」
と

い
う
方
は
、
気
軽
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
し
ょ
う
。
手
や
足
の
ち
ょ
っ
と

し
た
運
動
も
、
意
外
に
効
果
が
あ
る
も
の

で
す
。 

10月号

町民のうごき

世帯数  1，979・人口 男 3，869女 4，042計 7，911(昭和60年 9月 1日現在)

出生男 4女 4計 B・死亡男 4女 3計 7・転入男 9女 6計 15・転出男 13女 3計 16(昭和60-"手8月中)


広報かつうら 10月号  =184・昭和60年 10月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854) 2-2511(代)
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テキストボックス
手足を使って若々しく

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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敬
老
町
民
の
つ
ど
い


O O
九
月
十
五
日
は

「敬
老
の
日
日

もほ

アじゃ
気ん
て
ノノ

3

今
川
ヨ
シ
エ

mm
歳

横

4
柿
原
コ
ノ
エ

mm
歳

中

持

山瀬木瀬

お� 

L
LJ、

ぃ三

三ん、てこz

て末、

「行政相談週間」に当って「

‘ー〆、、� 

本名

こ
の
日
、
午
前
十
時
か
ら
勝
浦

中
学
校
体
育
館
に
七
十
歳
以
上
の

お
年
寄
り
約
五
百
五
十
人
を
招
い

て
、
第
十
六
回
敬
老
町
民
の
つ
ど

い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推

進
表
彰
者
二
人
と

一
団
体
、
八
十

歳
到
達
夫
婦
八
組
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
か
た
(敬
称
略
)

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
者
表
彰

個
人
久
保
重
雄
�
 (完

全

一会
)

実
、
山
近
三

(
棚叫町
長
寿
会
)

団
体
横
瀬
第

一
老
人
ク
ラ
ブ

八
十
歳
到
達
夫
婦
表
彰

沼
江
生
木
理
平
(
八
十
六
歳
)

シ
ゲ
�
 (八
十
歳
)

沼

江

大

岡

芳

夫

�

 
(八
十
六
歳
)

タ
カ
ミ
�
 (八
十
歳
)

沼

江

大

井

高

一
(
八
十
六
歳
)

サ
タ
�
 (八
十
歳
)

中

角

西

繁

{

一ホ
(八
十
四
歳
)

満
寿
忠
�
 (八
十
歳
)

横
瀬
前
田

憲

一
(八
十
三
歳
)

ハ
ル
エ
�
 (八
十
歳
)

坂
本

岩
城

仁

平

(
八
十
四
歳
)

イ
チ
�
 (八
十
歳
)

坂
本

戸
田

民

蔵

�

 
(八
十
二
歳
)

ト
ク
ノ
�
 (八
十
歳
)

坂

本

鴻

本

義

枇

�

 
(八
十
歳
)

カ
ネ
ノ
�
 (八
十

一
歳
)
 

8

椎
平
磯
太
郎
叩
歳
坂
本

5

西

谷

藤

平

児

歳

生

名

O
米
寿

(
八
十
八
歳
)
到
達
者

米
国
イ
へ
ノ

(中
山
)

湯
浅
‘
利
平

(沼
江
)

久
保
ミ
チ
エ

(坂
本
)

西
谷
カ
、
ス
エ

(生
名
)

沢
野
熊
太
郎

(坂
本
)

小
関
ヨ
シ
エ

(横
瀬
)

柴
田
源
太
郎

(中
角
)

湯
浅
ヒ
ロ

(掛
谷
)

久
保
義

一
郎

(中
角
)

勝
浦
町
長
寿
番
付

(昭
和
六
十
年
九
月

一
日
現
在
)

〈男
性
〉

-

森

岡

岡

蔵

町

歳

横

瀬

2

西

浦

喜

一
郎

歳

坂

本

�

 

3
久
保
多
賀
蔵
川
町
歳

棚

野
�
 

4

儀

宝

文

一
位

歳

生

名

�

 

6
神

子

金

八

引

歳

与

川
内
�
 

7

立

俸

甚

士
口

町

歳

中

山

�

 

9

松

田

武

平

叩

歳

今

山

日

中

川

秀

吉

卯

歳

坂

本

〈女
性
〉


-
筏
ミ
ツ
ノ
川
四
歳
検


2

美
馬
ツ
ル
エ
川
内
歳
坂
 

5

谷
内
ヒ
サ
ノ
�
 

6

穏
ム
リ
コ
ト

7
東
条
キ
シ
ノ

ロ
長
刀
口

児
川
政
棚

E

C

j

 本里T江� 

引
歳
坂

監
察
事
務
所

8

森
山
イ
ト
ノ
�
 

9
椎

平

カ

ノ

叩
鶴
居
タ
カ
ノ

干T

政
相

談
委
員

叩
歳
今

関
歳
坂

∞
∞
歳
横

中
村
芳
生 瀬本 山

て
、
次
の
と
お
リ
行
政
相
談
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
役
所
の
仕
事
に

つ
い
て
苦
情
や
要
望
な
ど
を
お
持

ち
の
方
は
こ
の
機
会
を
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
所

一、
日
時

昭
和
六
十
年
十
月
四
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で

ニ
、
場
所

勝
浦
町
住
尺
福
祉
セ
ン

タ
ー

一
弓
相
談
員

徳
島
行
政
監
察
事
務
所

区
皿
俊
一
疋
日

行
政
相
談
委
員

徳
島� 
1"T 

日
谷
上
ツ
ヤ
ノ
的
歳
生

ロ
樋
口
チ
カ
ノ
的
歳
坂

駐
在
所
だ
よ
り

織も

ご
‘
ヮド

ロ

ボ
ウ
の
な
か
で
も
留
守

を
ね
ら
っ
て
盗
み
を
は
た
ら
く

「
あ
き
巣
狙
い
」
。
人
の
寝
し
ず

ま
っ

た
こ
ろ
を
見
計
っ
て
家
に

入
り
盗
み
を
は
た
ら
く

「忍
び

込
み
」
な
ど
の
侵
入
盗
は
、ち
ょ

っ
と
し
た
注
意
で
被
害
を
防
げ

ま
す
。
ド
ロ
ボ
ウ
が
家
の
中
へ

入
れ
な
い
よ
う

「カ
ギ
か
け
」

コ
戸
締
り
し
を
き
ち
ん
と
し
ま

ーしょ、つ。

V
水
難
救
助
に
協
力
い
た
だ
い
た

V
あ
き
巣
狙
い
、
忍
び
込
み
を
防

か
た

勝
浦
中
学
校

藤
本
雅
信
く
ん

・
橋
本
誠
司

く
ん

・
遠
藤
昭
子
き
ん

・
松
田

貴
美
子
さ
ん

横
瀬
小
学
校

日
下
直
也
く
ん

三
渓長

田
圭
司
さ
ん

以
上
の
か
た
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

政

ト
月
十
三
日
(
日
)か

ら
十
九
日
(土
)
ま
で
の

一
週
間
は
、

「行
政
相
談

週
間
�
 です
。

行
政
相
談
週
間
は
、

L

総
務
庁
が
行
政
相
談
制

度
を
広
く
国
民
の
皆
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
全
国

一
斉
に

笑
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。こ

の
週
間
行
事
の

一

環
と
し
て
、
徳
島
行
政

院
祭
事
務
所
と
地
元
行

政
相
談
委
員
か
主
催
し

道
路
美
化
あ
り
が
と
う

大
臣
感
謝
状
を
受
け
た

岡
田
正
司
さ
ん
(
七
�
 歳
)
勝
浦
町
沼
江

O
岡
田
き
ん
は
五
十
三
年
、
」
ろ

か
ら
週
に

一
回
、
県
道
、
新
浜

勝
浦
線
の
今
山
地
区
で
土
砂
の

取
り
の
け

・
犬

・
ネ
コ
の
死
が

い
処
理
な
ど
道
路

・
僑

・
側
溝

の
清
掃
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び

「道
路
を
ま
も
る

月
間
」
行
事
の

一
環
で
建
設
大

臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
第16回敬老町民のつどいおじいちゃんおばあちゃんいつまでもお元気で

MUS04
テキストボックス
行政相談週間に当って

MUS04
テキストボックス
駐在所だより



る
年
金

銀
行
・

信
託
銀
行

・
川
券
会

社
も
ど
の
個
人
年
余
の
利
子
相

当
領(

税
金
が
か
か
ら
な
い
年
金
)

一
、
遺
族
が
受
け
る
年
金 

(冗
亡

し
た
者
の
勤
務
に
基
つ
い
て
支

給
さ
れ
る
も
の
に
限
り
ま
す
，)

二
、
国
民
年
金
な
ど
に
よ
る
障
再

守んま
た
、
年
令
の
支
給
に
代
え
て

h

思
帆
金
を
受
け
取
っ
た
場
介
は
、

退
職
所
得
や

一
時
所
得
と
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

送
の
場
合
は
写
)

川
高
額
医
療
費
貸
付
金
借
用
書

州
出
額
療
養
費
支
給
申
請
書

。
。
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年金
と


税金

詳
し
く
は
、
各
都
道
府
県
の
社

会
保
険
協
会
か
最
寄
り
の
社
会
保

険
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

支
、
い
。 

庁
八
孟
を
受
け
取

っ
た
と
き
の
税

金
関
係
は
、
々
全
の
極
類
に
よ
っ

て
次
め
よ
う
に
な
り
ま
す
。

(
給
与
所
得
と
し
て
課
税
さ
れ

る
年
金

一
、
過
去
の
勤
務
に
基
っ
き
勤
務

先
か
ら
受
け
る
年
金

二
、
厚
生
年
金

・
凶
民
年
金

・
農

業
者
年
金

・
公
務
員
共
済
年
八
ホ

ら
と
の
公
的
年
金

一二
、
通
松
山
、
旦
職
年
金
な
ど
の
企
業

年
金(

雑
所
得
と
し
て
課
税
さ
れ
る

年
金
)

命
保
険
会
祉

郵
州
民
年
金 

-T


の
個
人
年
金


(
利
子
所
得
と
し
て
課
税
さ
れ

老
負
。
者 
(
E

(
老
年
者
年
金
特
別
控
除
)

ハ
イ
五
段
以
ト
-で
、

で
は
「市
制
医
療
償
貸
付
制
度
」

の
あ
ら
ま
し
を
見
て
み
ま
し
ょ
、
つ

年
間
の
一附
何
余
傾
か
一
、 

0
0
0

力
円
以
下
の
人 
}
い
か
受
け
る
公
的

年
金
や
恩
給
に
つ
い
て
は
、
収
入

金
泊
聞
か
ら

「左
年
者
年
金
特
別
控

除 

と
し
て
七
十
八
万
円

(
こ
れ

L
ら
の
年
金
収
入
金
微
か
七
十
八
万

円
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
そ
の
額 
)

を
控
除
し
ま
す
が
二
月
十
六
日
か

円
の
向
己
負
判
を
し
た
場
合
、
そ

ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
間
に
中
止
刊

こ
か
ら
五
万

一
千
円
を
差
し
引
い

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
四
万
九
千
円
い
か
「高
額
療
養
費
」

と
な
り
、
そ
の
八
川
に
当
た
る
三

一
高
額
医
療
費
の

一 

…
貸
付
制
度
と
は

山

「古同
組
療
養
費 

、と
し
て
支
給
さ

れ
る
見
込
み
領
内
八
訓
相
当
額
を
、

無
利
子
で
借
り
ら
れ
る
制
度
で
す
。

例
え
ば
、
仮
に
ひ
と
月
に
十
万

L

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
保
険
課

な
お
、
貸
し
付
け
全
は
、
申
し

込
み
後
約

一
週
間
て
貸
付
中
し
込

み
お
の
指
定
す
る
令
融
機
関
の
口

座
に
振
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

〈
申
し
込
み
方
法
〉

10月定例l山配ごと相談

日時 10月4日(針

午前� 10時一午後� 3時

人権・行政・厚生・福祉

場所 住民福祉センタ� -2階� 

(平日でも受付しておりますのでl
お気軽にお問い合わせください/

へ
尋
ね
て
く
だ
さ
い
。

万
九 

二
百
円
を
無
利
了
で
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

T

A

c

'
H
I
L

政
府
管
掌
健
康
保
険
/
船
員
保
険
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

高
額
医
療
費
貸
付
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

か
か
り
ま
す
の
で
、
と
り
あ
、
え
ず

病
院
な
ど
に
支
払
、
つ
た
め
の
資
金

各
都
道
府
県
の
社
会
保
険
協
会

を
用
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
よ
び
社
会
保
険
事
務
，
附
に
備
、え

わ
た
し
た
ち
は
、
い
つ
、
何
と

き
病
気
に
な
っ
た
り
け
が
を
す
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
多

制
の
医
療
費
が
必
要
?
と
な
れ
は
、

の
負
却
も
重
く
、
安
心
し
て

家 治
療
に
専
念
す
る
こ
と
が
て
き
な

い
こ
と
も
考
、
手
句
れ
ま
す

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ひ
と
凡

こ
と
に
的
院
主
ど
に
支
払
う

負
担
全
一の
初
か
出
額
ー
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
自
己
負
判
制
か
ら
原
則

と
し
て
主
万

一
千
同
を
差
し
引
い

た
領
が
「
高
知
療
養
貸
」
と
し
て

被
保
険
者
に
支
給
さ
札
て
い
ま
す

し
か
し
、

「高
畑
療
養
貸
」
の
支
給

は
、
通
常
受
秒
後
約
二
か
月
世
度

て
あ
る
よ
同
額
医
療
費
貸
付
金
貸

で
的
り
ら
れ
る

「
両
』
似
医
療
宵
貸

付
申
込
書 
-
に
必
要
事
項
を
記
入

、
今
年
の
川
円
か
ら

し
て
、
次
の
書
類
と
と
も
に
勤
め

先
の
会
社
い
存
会
」受
け
持
つ
社
会
保

険
事
務
所
の
所
作
地
の
村
会
保
険

協
会
支
部
に
叩
山
し
ま
す
。

〈
必
要
書
類
〉

川
医
療
機
関 

(病
院
等
)
の
発
行


し
た
保
険
点
数 

(保
険
訟
療
対


象
総
点
数
)
の
わ
か
る
医
療
費


請
求
書


山
被
保
険
者
却
、
受
給
資
格
者
票

ま
た
は
川
相
続
療
養
証
明
書 

(郵

E

そ
こ
て
、
こ
の
資
合
ー
か
無
利
子

ー飼い犬は必ずつないでくださいー

不用犬買い上げ日

10月2日(7]<)
 
10月16目。，]<)


成犬� 300円

小犬� 100円
 ふ� 

付
制
度
L

ス
タ
ト
し
ま
し
た
に

じか

v

C

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
年金と税金
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L

「
と
う
し
て
」

「
あ
っ
ち
は
、
こ

っ
ち
と
追
う

け
ん
じ
ゃ
」

「
ど
こ
が
ち
が
う
ん
」

「
あ
っ
ち
の
人
は
言
葉
も
よ
う

な
い
し
、
柄
が
わ
る
い
け
ん
じ
ゃ
」

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
け
ど
な
あ

コ
ぞ
れ
で
も
行
か
ん
方
い
か
え
、
え

ん
じ
ゃ
。
そ
れ
に
あ
っ
ち
へ
行
っ

き
よ
っ
た
ら
、
こ
わ
い
犬
が
ょ
う

か
べ
る
姿
や
像
の

こ
と
で
す
が
、
そ

の
姿
や
像
は
過
去

の
体
験
の
中
で
形

成
さ
れ
、
心
の
内

部
に
替
相
さ
れ
る

の
で
す
。

例
え
ば
、
あ
る

H

中
学
生
が
書
い
た


作
文
の
中
に
、
祖


母
と
小
学
生
の
孫


と
の
間
に
交
さ
れ

出
し
て
、
部

治
に
対
す
る
思
い
イ


た
こ
ん
な
会
話
が


記
さ
れ
て
い
ま
す
。


「
あ
っ
ち
へ
は

遊
び
に
行
か

れ
ん
で
よ
」

け
お
る
け
ん
か
ま
れ
る
で
よ

簡
単
な
会
話
の
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
対
話
か
ら
幼
い
子
ど

も
の
心
の
中
に
、
部
一
治
に
対
す
る

非
好
意
的
イ
メ
ー
ジ
は
形
成
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

こ
の
祖
母
に
は
、
差
別
者
の
と

る
典
型
的
な
言
動
が
見
ら
れ
ま
す
。

部
落
を
「
あ
っ
ち
」
と
い
う
純
ち

L

人
の
判
断
や
行
動
の
背
故
に
、
あ

る
と
き
は
意
識
化
さ
れ
、
あ
る
と

き
は
無
意
識
に
存
紅
し
つ
づ
け
る

の
で
す
。

人
聞
の
魂
は
イ
メ
ー
ジ
の
集
制

体
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

必
�
 

的
態
度
で
「
あ
っ
ち
」
と
「
こ
っ

ち
」
の
追
い
を
強
調
す
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
「
こ
わ
い
犬
」
ま
で
村
ち

メ
ー
ジ
を
他
え
つ
け
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
と
い
う
こ
と

は
、
心
の
中
に
外
部
現
実
を
像
と

ゅ
う
に
入
れ
、
非
好
意
的
主
感
情

、、

う
だ
と
す
る
な
ら
、
幼
い
日
の
イ

メ
ー
ジ
は
そ
の
人
の
精
神
の
原
点

で
あ
リ
、
も
の
の
見
方
や
与
え
方

を
育
て
て
ゆ
く
京
地
と
な
る
も
の

で
す
。
幼
い
と
き
に
は
刷
、
え
つ
け
ら

れ
た
部
訴
に
対
す
る
非
好
・立
的
イ

メ
ー
ジ
は
、
そ
の
人
の
成
長
段
階

の
ど
こ
か
で
是
正
さ
れ
な
い
か
ぎ

り
、
部
一
治
に
対
す
る
非
好
意
的
な

判
断
を
つ
く
り
出
し
ま
す
。
そ
れ

が
偏
見
な
の
で
す
。

私
た
ち
は
何
か
の
行
為
会
ヤ
す
る


と
き
、
忠
芯
や
同
断
に
払
い
つ
い
て


行
い
ま
す
�
 し
か
し
そ
の

E
I心
や


刈
断
は
す
で
に
心
の
中
に
存
じ
れ
す


る
芯
佐
川
や
イ
メ
ー
ジ
に
応
つ
い
て


い
る
の
で
す
�
 先
別
と
い
う
行
為


は
そ
の
よ
・
�
 
7
な
立
識
構
造
の
中
か


ら
つ
く
り
出
さ
れ
ま
す
。
イ
メ
ー


J

t

ジ
は
川
神
の
j
壌
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
魂
を
は
ぐ
く
む
素
地
で
す

F

W4

る
こ
と
は
�
 什い
切
な
こ
と
で
す
�
 ‘
�
 

-
M欧
型
よ
り
|

同

'M

長

者

の
中立 1土

日

山石
五古

春
老

人
、品


者司
 fF 

し
て
持
つ
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は

教
え
を
受
け
な
い
で
も
自
己
の
内

部
に
務
引
き
れ
、
記
憶
の
フ
ァ
イ

ル
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の

な
の
で
す
。
祖
母
が
孫
の
脳
裏
に

制
え
つ
け
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
そ
の

そ
う
巧
え
る
と
き
、
く
り
返
し
人

を
疎
外
す
る
こ
と
を
教
え
る
胤
ヰ
ー

が
ど
ん
な
に
人
間
性
を
村
化
さ
せ
、

世
の
小
を
附
く
す
る
か
を
恕
保
す

長
者
と
は
金
持
ち
出
戸
阜
の
家
、

品
目
も
今
も
長
者
と
呼
ぶ
。

昔
あ
る
と
こ
ろ
に
孝
行
息
子
が

い
て
朝
は
朝
星
、
夜
は
夜
昼
で
働

き
山
か
ら
薪
を
係
っ
て
そ
の
日
の

聞
と
し
て
暮
し
を
立
て
て
い
た
。

旧
十
二
月
二
十
日
は
果
の
二
十
と

言
い

、
山
に
遅
く
ま
で
い
る
も
の

で
な
い
と
の
言
い
伝
、
え
が
あ
っ
た

が
、
ネ
行
息
子
は
一
束
で
も
多
く

薪
を
係
ろ
う
と
そ
の
日
も
日
が
謀

れ
る
ま
で
働
き
、
伐
星
を
い
た
だ

き
帰
る
途
中
で
あ
っ
た
。
す
る
と

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
美
人
が
現
わ

れ
問
答
を
持
ち
か
け
ら
れ
困
っ
た
。

孝
行
息
子
は
煙
草
に
火
を
付
け
一

服
吸
い
初
め
た
。
す
る
と
美
人
の

変
化
は
、
私
は
煙
草
の
匂
い
が
一

番
嫌
い
じ
ゃ
と
言
、
っ
。
そ
こ
て
孝

行
息
子
は
変
化
を
追
い
は
ら
う
ご

と
く
キ
セ
ル
の
川
除
を
し
て
、
あ

た
り
一
面
に
煙
草
の
ヤ
ニ
を
冷
り

付
け
た
。
変
化
は
孝
行
息
チ
に
お

前
は
何
が
嫌
い
か
と
聞
い
た
の
で
、

俺
は
金
か
一
番
線
い
じ
ゃ
。
こ
の

世
に
金
と
い
う
も
の
が
な
け
れ
ば
�
 

こ
ん
な
に
働
か
な
く
と
も
暮
せ
る

の
に
と
一
一
一
百
う
と
、
い
ず
こ
と
も
な

く
美
人
の
変
化
は
消
え
て
い
っ
た
。

数
日
後
、
再
び
変
化
が
現
わ
れ

お
前
は
よ
く
も
先
日
は
私
の
嫌
い

な
煙
草
の
ヤ
ニ
を
あ
ん
な
に
た
く

さ
ん
塗
り
付
け
た
な
。
今
日
は
お

前
の
嫌
い
な
金
で
仇
討
ち
を
し
て

や
る
か
ら
と
、
担
い
で
き
た
大
き

な
袋
に
金
を
詰
め
込
み
晶
子
行
息
子

目
掛
け
て
役
げ
つ
け
る
や
否
や
姿

を
く
ら
ま
し
て
し
ま
っ
た
。
さ
あ

大
変
、
孝
行
息
子
は
薪
の
だ
ん
で

は
な
い
。
そ
の
袋
を
担
い
で
帰
り

一
タ
に
し
て
大
富
豪
と
な
っ
た
。

そ
の
変
化
な
る
美
人
は
大
蛇
の
お

化
け
で
あ
っ
た
と
か
。
そ
れ
で
長

い
者
と
書
き
今
に
至
る
も
富
豪
家

を
長
者
と
呼
、
山
昔
話
の
一
節
。

ぷ〉、 τ1:: 
A 仁3
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|町村合併 30周年記念|あ
な
た
を
世
界
の

謀
に
あ
り
ま
す
。

つ
ぎ
の
と
お
り

「
川
一
世
紀
へ
の
展
望 

を
テ
ー
マ
に

りー184第1:;1

。
ふ
る
さ
と
勝
浦
の
活
性
化
の
た
め
に
々

L

~;I~.ìSTIl 


み
か
ん
娘
の
候
補

者
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
ふ
る

っ
て
こ
応
募
く
だ

さ
い
。

趣
旨

応
募
締
切
日

選
賞
会

選
賞
会
場 昭

和
六
十
年
十
月
十
五
日

昭
和
六
十
年
十
一
月
九

日
(
土 
)午
前
十
時

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ

l

ン
タ 

日

程
第
一
日
目

午� 

8・0010 : 00 

10 ・00 

町
村
合
併

三
十
周
年

を
記
念
し

開
催
す
る

「産
業
祭
」

の
一

環
と

し
て
み
か

ん
娘
を
選

び

本

町

の
特
産
で

竹
月 
9
日 

参
加
者
全
員
を
み
か
ん
娘

と
し
、
内
ミ
ス
み
か
ん
娘

一
名
・
準
ミ
ス
み
か
ん
娘

一一
名
を
選
出
す
る
。

賞
状
と
賞
品 

(
ミ
ス
み
か

ん
娘

・
権
ミ
ス
み
か
ん
娘
)

参
加
者
全
員
に
記
念
品
を

進
呈
。
当
日
着
用
し
て
い

た
だ
く
ブ
レ
ザ
ー 

帽
子

お
よ
び
仕
度
料
等
を -
参
加

者
全
員
に
進
呈
。

刊
日

j

果
実
展

へ
ご
招
待

町
村
が
合
併
さ
れ
勝
浦
町
が
誕

生
し
て
今
年
で
三
十
年
に
な
り
ま

す
が
、
諸
般
の
変
遷
は
も
と
よ
り

農
業
を
取
り
ま
く
環
境
は
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。

五
十
六
年
の
寒
波
の
来
襲
に
加

え
て
、
外
因
果
実
類
の
輸
入
拡
大
、

消
背
動
向
の
変
化
な
ど
果
樹
農
家

を
取
り
ま
く
環
境
は

一
段
と
厳
し

く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、

農
家
の
創
意
工
夫
の
も
と
に
生
産

性
の
向
上
の
た
め
の
諸
施
策
、
町

外
の
優
秀
企
業
の
誘
致
伸
一寸
に
よ
る

統
一
併
の
安
定
的
向
上
を
図

っ
て
来

ま
し
た
。

今
秋
開
催
す
る
産
業
祭
は
、
こ

の
よ
、
つ
な
農
家
の
不
安
と
低
迷
を

三
十
年
の
節
目
と
位
置
づ
け
、
対

応
と
課
題
を
追
求
し
ょ

二
十

一
世

紀
へ
の
展
望
と
躍
進
。
の
た
め
、

県
立
勝
浦
国
芸
高
絞
め
「
園
芸
祭
」

と
連
携
と
協
調
の
も
と
に
合
同
し

て
開
催
い
た
し
ま
す
。 

賞 入
品 選

朝
市� 

み� 13¥ 

ガ n 
ん あ
娘 し1
選 の
賞ど士〉

ヱミ

1~口E {笠
祉

場セ
ン 東

ヲ


広� 

3F 場

物
産
展

世
界
の
果
実

日
本
の
果
実

勝
浦
町
の
物
産

展
示
物
配
売
会

_..1-一一ー一一� 

勝浦園芸書記帳

i l 


u

n

U

U

H
U

ハハハ 

円

h
u

-

内

/

」

《
-

1

・

第
二
日
目
」

午� 

14 : 00 8 : 30 

15: 00 14 : 00 

i i 


メーン会場 サブ会場

だ
け
る
入
。(
但
し
、
高
校

応
募
方
法

喜善幸
あ
る
ご
の
か
ん
」
の
イ
メ
ー

ジ

・
ア 

プ
を
は
か
り
販

売
促
進
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

勝
浦
町

関
係
機
関

勝
浦
町
内
に
在
位
す
る
渦

十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未

満
の
未
婚
の
女
性
で
、
間

及
び
観
光
協
会
が
行
う
宣

y

苗
木
申
込
受
付
開
始

米
中
作
、
川
柳
林
を
計
画
さ
れ
て
い

る
方
、
た
だ
い
ま
苗
木
の
申
し
込

み
る
」受
付
け
て
い
ま
す
。
杉
・松
・

く
ぬ
き
を
取
扱

っ
て
い
ま
す
の
で
、

矧
日

二

月
末
日
〆
切 
)
に
遅
れ

な
い
よ
う
に
申
し
込
み
を
し
て
く

必
要
で
す 

団
体

・
個
人

だ
さ
い
。
な
お
植
林
地
が
台
帳
現

況
と
も
山
林
で
あ
れ
ば
、
造
林
補

助
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
造
林

卒
業
届
出
書
(
用
紙
は
組
合
に
あ

り
ま
す
。
)
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

c
(

伝
・
行
事
等
に
協
力
い
た

生
は
除
く
c
)

ど
な
た
か
の
推
薦
が

は
問
い
ま
せ
ん
。)

本
人
の
同
意
を
得
て
、

「椎

崎
沓
」
を
産
業
諜

へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

「
園
芸
祭
」
県
立
勝
浦
園
芸
高
校
の
園
芸
祭
の
く
わ
し
い
こ
と
は
、
後

日
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

※
「推
薦
書
」
の
様
式
は
産
業

勝
浦
町
森
林
組
合

i

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町村合併30周年記念21世紀への展望をテーマに

MUS04
テキストボックス
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横

綱

中

田

ヤ

ス

ヱ

海
も
山
も
見
分
か
ぬ
従
に
霧
深
し

渦
潮
の
引
う
つ
ろ
い
行
く
も

横

瀬

佐

木

氏

男

峡
く
む
る
狭
霧
に
差
せ
る
防
の
彩

を
心
に
い
れ
て
地
下
足
袋
を
履
く

横

瀬

比

留

間

一

兆同
一戸
の
山
霧
漂
い
て
遮
ぎ
れ
る
痢

高
く
き
く
小
綬
鶏
の
芦

中

山

菜

城

絹

打
ち
続
く
円
干
に
恵
み
の
雨
降
り
て

木
々
よ
み
返
る
お
深
く
し
て

棚

野

英

見

亦
鯖
蛤
と
び
交
ふ
允
エ
を
渡
る
風
優

一J

し
く
傾
を
撫
で
て
渡
り
ぬ

立

川

前

回

チ

エ

子

一一
と
な
り
て
彩
を
止
め
り

立

川

竹

凶

あ
ゆ
み

茄
チ
を
も
ぐ
吾
か
掌
に
露
の
、
」
ぽ

れ
つ
つ
制
の
陽
に
映
ゆ
む
ら
さ
き

の

彩

立

川

堀

柳

子

先
だ
ち
し
吾
了
憶
い
つ
つ
お
彼
岸

の
お
供
物
の
遅
々
と
進
ま
ず

生

名

倉

橋

テ

ル

落
ち
付
か
ぬ

一
年
振
り
に
孫
と
会

う
大
帰
除
す
る
庭
も
座
敷
も

中

角

平

間

豊
子

悠
々
自
適
を
あ
こ
が
れ
た
り
し
自

適
と
は
斯
く
も
寂
し
き
も
の
で
あ

時
間� 

午
後
じ
時
三
十
分
1
午

後
九
時
一ニ
」
分
l

夏
休
み
孫
と
集
め
し
草
花
の
押
絵

一
短
璽
午
級

十

一
月
九
日
(十
)

ー

題

「鈎
」

り

し

か

掛

谷

斎

藤

重

子

せ
が
ま
れ
て
強
く
篠
り
や
る
ブ
ラ

ン
コ
の
児
が
蹴
り
上
げ
る
夕
映
え

の

雲

沼

江

大

岡

悔

子

司
会
せ
る
九
ち
ゃ
ん
放
映
さ
れ
て

お
り
事
故
機
に
あ
い
し
に
現
在
る

如
く

横

瀬

稼

勢

広

夫

出
一詠
は
毎
月
七
日
ま
で
に

三
句
ハ
ガ
キ
で
…

…送
り
究

勝
浦
町
一一一渓

ま
で

臨
時
努
広
夫
(
都

町
内
在
住
の
か
乏
に
限
り
ま
写
。

次
回
は
川
柳
、
そ
の
次
は
俳
句
と
交
代
�
 …

に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
く
だ

・
�
 

5
1
0
 

Jr
、2L
V

一

(J

E
R
)

勝
浦
会
館
十
月
行
事

)、
�
 

タ
袴
に
深
く
沈
み
し
湯
布
院
に
キ

わた;しの� 

:作 品

ぐ短歌〉� 

吋
ン
プ
を
張
り
し
速
さ
日
想
う

坂

本

新

居

普

登
り
米
し
尾
恨
の
渓
谷
霧
晴
れ
て

紅
葉
一
色
海
に
連
る

坂

本

福

良

伴

二

渦
潮
を
見
降
す
欄
干
触
れ
し
掌
に

幾
万
人
の
鼓
動
伝
わ
る

与
川
内
阿
部
ヨ
リ
ヱ

鮎
釣
り
に
友
と
来
た
り
て
清
流
に

吾
が
彩
服
る
弓
な
り
の
千

落
日
の
朱
に
開
…
‘
り
さ
れ
て
束
縛
の

-十
菜
並
べ
る
軒
の
内
庭

坂

本

日

浦

翠

協

同

内
向
の
変
ら
ぬ
性
を
憂
い
つ
つ
道

路
と
な
れ
る
畑
刈
り
急
ぐ

坂

本

谷

古

士

三
重
の
培
は
狭
識
に
包
ま
れ
て
木

立
さ
や
げ
る
静
け
さ
に
立
つ

坂

本

新

居

百

合

子

少
年
相
撲
大
会
を
通
じ
て
、
子

供
の
も
つ
豊
か
な
生
命
力
を
優
し

く
守
り
、
厳
し
く
育
て
て

「
た
く

ま
し
い
身
体
」
と
「
豊
か
な
心
」

を
つ
く
り
だ
す
た
め
、
勝
浦
町
内

小

・
中
学
生
を
対
象
に
九
月
十
六

日
、
午
前
九
時
か
ら
勝
浦
中
学
校

相
撲
場
に
お
い
て
、
小
学
生
七
十

五
名

・
中
学
生
六
十
二
名

・
計
一

三
七
名
の
参
加
に
よ
り
、
個
人
戦

及
び
団
体
戦
を
行
っ
た
。

本
大
会
の
成
制
は
次
の
と
お
り

個
人
戦
成
績

小
学
校
四
年
生
の
部
(
二
十
五
名
)

優

勝

大
岡
昌
俊
(
生
小
)

リ
�
 
ν13� ]

ぺf
 -

杉
木
立
洩
れ
来
る
陽
差
し
両
の
掌

wpny
h

能

川

踊

問

。

巾

れ
刷
�
 

河

刊

ハ

ネ

�

 

U

に
瞥
し
受
け
つ
つ
木
韮
を
聴
け
る

横

瀬

広

安

美

枝

子

年
ご
と
に
母
に
似
る
わ
れ
虫
干
し

の
形
見
の
山
中
衣
手
を
通
し
見
る
�
 

第
一
回

勝
浦
町
少
年
相
撲
大
会
�
 

rJ 

IJ 

8 2 2 
日日日
(火)(ぷ)休)

V
A
O
v
a
O
V
A
O
V
A
O
V
A
O

手
芸
教
室

生
花
教
室

着
付
盈
苓{
ア
勝
浦
同
和

問
題
研
究
会
定
例
会

習
字
教
室

手
芸
教
室
�
 (玉
ノ
木
公

ム
古
山
{
旦
一
)

※
中
量
級
(
十
九
名
)

優

勝

福

徳

太

郎

(二
年
)

第
二
位

栗

城

育

生

(二
年
)

第
三
位

太
凹

三
城
(二
年
)

※
重
量
級
(
八
名
)

優

勝

柳

沢

博

之

(三
年
)

第
二
位

大
岡
秀
明
(
三
年
)

第
三
位

松
本
和
也
(
二
年
)

出
詠
締
明
日

λ
υ
'

・
�
 

A
O
V
A
OV
A
OV
A
OV
A
OV
A
0
A
O
V
A
O
V
A
O
V
A
O
V
A
O

第
二
位

石
本
善
一
-郎 
(生
小
)

第
三
位

多

田

英

弘

(生
小
)

小
学
校
五
年
生
の
部
(
二
十
三
名
)

優

勝

杉
田
博
文
(
生
小
)

第
二
位

武
市
智
也
(
生
小
)

第
三
位

石
木
和
幸
(
横
小
)

小
学
校
六
年
生
の
部
(
二
十
七
名
)

優

勝

高

田

慎

二
横
小
)

第
二
位

早
川

浩

史

�

 
(横
小
)

第
三
位

笠

松

孝

�

 (坂
小
)

中
学
生
の
部

※
軽
量
級
(
三
十
五
名
)

優

勝

杉

田

啓

司

二

年
)

第
二
位

坂

東

佳

史

(一

年
)

第
三
位

太
良
尾
治
生
(
二
年
)

生
比
奈
ク
ラ
ブ
大
鳴
門
橋

開
通
記
念
学
童
軟
式
野
球

大
会
(
西
日
本
大
会
)
に
出
場

社
会
総
合
大
学

習
字
尚
早
級

ら
二
十
五
日
ま
て
叫
門
市
営
ク
ラ

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ
�
 

ウ
ン
ト
に
お
い
て
、
十
六
府
県
の

後日
H

代
表
が
参
加
し
、
熱
戦
が
く
り
ひ

体)二~午 1:1 

ろ
げ
ら
れ
た
第

一
凶
戦
、
牛
比

六
小
ク
ラ
ブ
は
人
小
山
以
以
代
ぷ
と
刈
戦

し
8

・0
で
九
一
戦
し
た
が
、
第
二

凶
械
で
山
�
 県
代
表
と
刈
戦
9
・'� 

2
で
本
ト
入
会
優
勝
チ
ー
ム
に
航
れ

ま
し
た
-

U

日
日
凶

日
日
附

初
日
日
生
花
教
室

昭
和
六
↓
年
八
川
二
」
三
日
か

l

ロ
日

ω
着
付
教
室

白
日
附
踊
り
教
室

初
日
凶
習
字
教
室

初
日
制
手
芸
教
室

げ
日
同
腕
り
教
室

後十十fil1. 

霊場時

議所間

隔 午

白
日
附
踊
り
教
室

各
講
座
と
も
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
開
講
し
ま
す
。
(
習
字
の
み
七

時
間
議
)
受
講
さ
れ
る
か
た
は
時

間
に
遅
れ
な
い
よ
う
ご
出
席
く
だ

判

C

い
。
�
 

)J 月セじ月月
イーじン¥1:)二 九
一じ日 夕¥+日

ヱ~ [~I
，L; h.(火)ごと

イ

、、
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- ¥ 

キ'ti革

と

き

第
十
回
県
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会

軟
式
野
球
大
会
(
盟
予
選
)

〈
成
年
の
部
〉

優

勝

横

瀬

〈
壮
年
の
部
�
 
v

優

勝

棚

野

成
年
の
部
は
、
勝
浦
郡
代
表
と

壮
年
の
部
は
、
惜
し
く
も
、
上

勝
に
敗
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
(
町
雫
選
)

〈
家
庭
婦
人
の
部
〉

優

勝

横

瀬

〈
成
年
の
部
〉

優

勝

横

瀬

〈
壮
年
の
部
〉

優

勝

中

山

三
部
門
と
も
、
十
月
六
日
の
南

部
ブ
ロ
ソ
ク
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

-v



、、、一一ー� 
)， 

戸
籍
の
窓
�
 (叡籾l略)

8
月
叩
日
�
 9
月
刊
日

j

ご
結
婚
お
め
で
と
う
�
 

三
歳
児
健
康
診
査

心
身
と
も
に
発
達
の
は
げ
し
い

こ
の
時
期
を
機
会
に
、

総
合
的
健

診
を
行
い
、
異
常
の
早
期
発
見
や

J〆d

-v



F-I 

干Hィ11
江� 

i烹';� 

1fi 
H汀'す

山治E 
UliW:jt 

日
常
の
生
活
指
導
を
行
う
も
の
で

す
。

111員秀
子樹

お
誕
生
お
め
で
と
う

幼
児
健
康
診
査

j1
i
 

Ut

し
て
県
予
選
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

月
刊
山
田
j
9
月
刊
日

体
協
野
球
部

全
国
大
会
ヘ

九
月
三
日
か
ら
始
ま
っ
た
第
四

8

k
f

十
回
全
徳
島
軟
式
野
球
選
手
権
大

h

会
の
決
勝
戦
が
十
七
日
蔵
本
球
場

f
h

f
L

A

¥f

(ヒ
�
 

で
行
わ
れ
、
体
協
野
球
部
が

1
1
 

I

久

川

中

西

康

0
の
さ
ん
差
で
日
清
紡
を
下
し
、

叫

出

ひ

と

み

」

�

 
、
同
�
 

七
年
ぶ
り
三
度
自
の
優
勝
を
飾
り

J

ま
し
た
。

上
下

r

体
協
野
球
部
は
、

一
回
戦
こ
そ

川
�
 

板
野
に
�
 
1
点
を
許
し
た
も
の
の
、


一
一
回
戦
以
降
を
全
て
完
封
勝
ち
し
、


f
l
 

ノ
�
 

十
月
二
十
六
日
か
ら
赤
穂
市
で
開

松
の
本

松

平

秀

市

(
刀
歳
)

催
さ
れ
る
全
国
大
会
�
 (秩
父
宮
妃

杯
)
へ
の
出
場
権
を
見
事
に
獲
得

し
ま
し
た
�
 

木
1

出

)" 

新

三 歳児健康診査

月日 場 同庁� H寺 問 内 容 三口戸" 当 者� 

(117if
午後� O 問診�  OZ22号2M市i汀創k 出Ig2 イfIHK 

1~寺 - 2時受付� 
O身長 ・体重詰� 111定� 

O内科 ・(品料健診 O ク、� F同� 

o tl~J 山 f 

1lI-)15日1 ot旨� 4事� O 中 山� 
11 11 O 特電 ィキn

刷� i ODHU又川内寸メ

地� !ZC0'{ 」� 

掛
臥
/

悦
引
一長
男
健
志
郎

善

意

大
7

京
福
岡
�
 豊裕

2
・一- /

j、長
男
裕

畳一� 

と
こ
ろ

該
当
児

十
月
九
日
(
水
)

午
後

一
時
三
十
分
1
三

時勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
五
十
九
年
四
月
一

日
1
六
月
三
十
日
生
ま

れ
の
児
�
 

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
き
い
。

乳
児
健
康
診
査

-

あ
り
が
と
う

正
さ
い
ま
し
た
�
 

7
4仲
叫

、3

中村 一提

l
-

'

司
川
�
 

!

K

i

U
出

山

杓

凶

同

/

喜
久
代
」
�
 
一長

男

真

�

 

~ 


一人、� 

4
4降

三

J
1
m
オ

一
一
刻
)
長
女

千
恵
美

チ

ムロ

川
健
�
 

件

二
初
美
」

j、

山
田

三
へ
:
'
忍

i

1

1

美� 

点中
よ
イ
器
野
口

一
円
)
長
男
山

日

下

界

(

棚

野

�

 )

丸

岡

操

(

与

川

内

)

樫

原

完

(

中

山

)

楠

本

久

雄

�

 
(掛

谷

�

 
)

麻
木
市
加
太
郎
�
 (生

名

�

 
)

存

口

久

子

�

 
(横

瀬

�

 
)

紺

堂

浅

二

(
沼

江

�

 
)

大
川
口
問

一
(
田

浦

�

 
)

匿

名

(

横

瀬

�

 

)

f
L
人
川
神

一をt
1
，f
 

人
‘
�
 

、、、

小
」
ノ
ク
仁
�
 

'r 

J
うー同白� J
二
出
力
俗

寸
¥

小
~

ゐ
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

と

き

と
こ
ろ

該
当
児

十
月
三
十
日
(
水
)

土
す 午

後
一
時
三
十
分
1
三

勝
浦
病
院

小
児
科

昭
和
六
十
年
五
月

一
日
�
 

大

正

凶
�
 

以
上
の
か
た
か
ら
社
協
善
意
銀

行
に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

l
J
h

大
�
 
3
7
出
什
乍
町
神
楠
本
増
太
郎
(
出
歳
)

紺
立
志
代
次
(九川成� )

大
�
 出
パパ
�
 

j

※
母
子
手
帳
、

問
診
票
を
こ
持
参

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

G
 

1
八
月
一
二
十

一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
児

MUS04
スタンプ

MUS04
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O
料

金

無

料

※
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

と

き

健康相談日程�  

看 護 実 習 日 程 表 


月 日
 場 所

60年11.6(ホ)

時 間

午前10筒~
川本)� 小総島赤十字病院

3筒
2α事)� 

61年� 1 817]¥) 
午前10民~

22体)� 
3鰐↓

小f公患赤十字病院� 

湖水)

内省月日 場 所 時 間

10月9日 午前 血圧測定仮本区民集会所
9筒 30分~11鴎

尿検査�  
17日 午後� 

今山公会堂 健康相談l不j 11騎 30分~3筒

24日 午後� 
星谷集会所l不)� T 時 30分 ~3B号 

インフル工ンザ
予防壁一重

日程表

月 日 場� pJT 時 閤� 

10月25日閣 仮本小学絞 午後 1B寺 30分~3関 

29日以) 沼;工保青所 午後 28奇 ~3筒 30分 

夜間毅急当番表
10月1日 湯 浅 医 院 �  

〔電話番号〕� 

勝浦病院
2-2555 

山西医院�  

2-3027 

湯浅医院�  
2-2003 

赤岩医院�  
2-2006 

3日 勝浦 病 院

5日 赤 岩 医 院

フ日 勝浦 病 院 �  

9日 山 西 医 院

11巳 勝浦 病 院 �  

⑬巳 湯浅 医 院

15日 勝浦 病 院 �  

17日 赤岩 医 院

19日 勝浦 病 院 �  

21日 山西医院�  

23日 勝浦病予完�  

25日 湯浅 医 院

@日 勝浦 病 院 �  

29日

31日

赤岩 医 院 �  

勝浦 病 院

、、--

j(本 

に
は
命
ま
で
も
落
す
こ
と
の
あ
る

こ
わ
い
病
気
で
す
。

と
こ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

該
当
者

生
後
三
か
月
か
ら
十
八

赤
十
字
家
庭
看
護
法

か
月
ま
で
に
二
回
欽
む

講
習
会
の
実
施
に

こ
と
が
必
要
で
す
が
、

つ
い
て
お
知
ら
せ

四
歳
未
満
の
子
で
二
回

飲
ん
で
い
な
い
場
合
は

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
ゃ
、
病

ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。	

人
の
世
話
を
し
て
い
る
人
の
た
め

※
母
子
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
〈	

に
、
看
護
の
基
礎
と
、
家
庭
に
あ

だ
さ
い
。

る
も
の
を
使
つ
て
の
看
護
法
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破

家
庭
に
病
人
が
出
た
時

傷
風
三
種
混
合
予
防
接
種

病
人
を
楽
に
寝
か
せ
る
に

熱
が
三
十
七
度
以
上
あ
る
人 

+ゐ
 

と

き

十
月
二
日
(
水
)

心
臓
病

・
肝
臓
病
・
腎
臓
病
な

病
人
と
食
事
と
薬

午
後
一
時
三
十
分 
1
三

手
当
の
仕
方 

時

そ
の
他
伝
師
が
不
適
当
と
認
め

そ
の
他

と
こ
ろ

住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー

該
当
者

二
歳 
1
四
歳
未
満
の
子

接
種
方
法

第

一
期
・:
一
か
月
ご

第 と
に二
三期
回:

・第 。

一
期
終
了

O OO

後
十
二
か
月 
1
十
八
か

月
後
に
一
回
接
種
。

料

金

無
料

※
母
子
手
帳
・
印
鑑
を
ご
持
参
く


だ
さ
い
。


。
な
お
、
該
当
者
に
は
通
知
し
ま

す。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ


予

防

接

種


イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感
染
力

が
強
く
、
三
十
八
度
を
超
す
熱
が

O O O O O

続
き
、
関
節
痛
・
強
い
咳
・
な
か

巡

回

健

康

相

談

四
十
歳
を
す
ぎ
る
こ
ろ
か
ら

体
は
衰
、
え
は
じ
め
、
成
人
病
と
い

わ
れ
る
、
高
血
圧
や
脳
卒
中

・
心

臓
病
な
ど
が
急
増
し
て
き
ま
す
。

病
気
は
急
に
出
て
く
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の
健
康
管

理
が
大
切
で
す
。
健
康
相
談
を
十

分
活
用
し
、
健
康
に
留
意
し
て
く

だ
さ
い
。

ポ
リ
オ
(
小
児
マ
ヒ
)

生
ワ
ク
チ
ン
投
与

十
月
二
十
三
日
(
水
)

午
後
一
時
三
十
分
よ
一

時

予
防
に
は
、
休
養

・
栄
養
な
ど

を
十
分
と
り
体
に
抵
抗
力
を
付
け

る
と
と
も
に
、
予
防
接
種
を
受
け

免
疫
力
を
高
め
て
お
く
、
」
と
が
大

切
で
す
。

料
金

-
一二
歳 

五
歳

l

二
百
円

・
六
歳
1
十
二
歳

二
百
五
十
円

・
十
三
歳
以
上
三
百
五
十
円

内
容 

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人

ど
の
活
動
期
に
あ
る
人 

受
講
料

た
人

。
接
種
は
毎
年
二
回
必
要
で
す
。

※
受
講
人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
十
月
九
日
ま
で
に
役
場
住

底
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

去
」
い
。

無
料 

(た
だ
し
テ
キ
ス

ト
代
一 

円
)

O
O

間
隔
は
約
4
週
間
あ
け
て
受
け

て
く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

平日 午後6時~翌朝午翫9時
休日 午後ア時~翌朝午前9時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ




